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１.  平成 22年 3月期第3四半期の連結業績 (平成 21年 4月 1日 ～ 平成 21年 12月 31日）

(1) 連結経営成績（累計） (％表示は対前年同四半期増減率)

売上高 社株主 する 半期純 益税引前 半期純利益営業利益

百万円 百万円 百万円 百万円

22年3月期第3四半期 △32.5 △56.0 △50.9 △53.0

21年3月期第3四半期 7.6 42.3 27.6 28.0

  

円　銭 円　銭

22年3月期第3四半期 40.62 ―

売上高 当社株主に帰属する四半期純利益

70,538

150,012

％ ％ ％

115,098

234,345

税引前四半期純利益営業利益

％

5,654,552

8,377,267

88,479

201,006

基本的 1株当たり当社株主
に帰属する四半期純利益

潜在株式調整後1株当たり当社
株主に帰属する四半期純利益

21年3月期第3四半期 86.39 ―

(注) １．売上高及び営業利益については、日本の投資家の便宜を考慮して、日本の会計慣行に従い表示しております。

      ２．売上高は、当社及び連結子会社が契約当事者または代理人等として行った取引額の合計額となっております。

      ３．営業利益は、連結損益計算書における「売上総利益」、「販売費及び一般管理費」及び「貸倒引当金繰入額」の合計として算出しております。

(2) 連結財政状態

百万円 百万円

22年3月期第3四半期 15 5 405 234 533 143 755 331

総資産 純資産 株主資本比率 1株当たり株主資本

円　銭％

22年3月期第3四半期 15.5 405.23

21年3月期 12.0 326.60

(参考) 株主資本　22年3月期第3四半期　703,670百万円　21年3月期　567,118百万円

(注) 上記の株主資本は、連結貸借対照表上の当社株主資本であり、株主資本比率及び1株当たり株主資本は当社株主資本により算出しております。

２. 配当の状況 　

円　銭 円 銭 円 銭 円　銭 円 銭

第3四半期末第2四半期末第1四半期末

4,533,143

4,707,309

755,331

623,356

1株当たり配当金

合計期末

　 円　銭 円 銭 円 銭 円　銭 円 銭

21年3月期 ― 7.00 ― 3.00 10.00

22年3月期 ― 3.50 ―

22年3月期
　(予想）

 4.50 8.00

(注) 配当予想の当四半期における修正の有無　　有

３. 平成 22年 3月期の連結業績予想(平成 21年 4月 1日  ～  平成 22年 3月 31日 ）

(％表示は対前期増減率)

当社株主に帰属 1株当たり当社株主に
　

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 　

通　   期 △25.4 △50.9 △25.3 △19.1 51.83

(注） 連結業績予想数値の当四半期における修正の有無　　有

115,0007,800,000 90,000150,000

営業利益売上高

円　銭

当社株主に帰属
する当期純利益

1株当たり当社株主に
帰属する当期純利益税引前当期純利益
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４. その他

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）　　無

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用　　無

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本

　　となる重要な事項等の変更に記載されるもの）

     ①　会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無     ②　①以外の変更 無

　　(注) 詳細は、14ページ【定性的情報・財務諸表等】５．その他をご覧ください。

(4) 発行済株式数（普通株式）
　　①期末発行済株式数 （自己株式を含む）　 22年 3月期第3四半期 1,737,940,900株 21年 3月期 1,737,940,900株

　　②期末自己株式数 22年 3月期第3四半期 1,454,093株 21年 3月期 1,507,541株

　　③期中平均株式数 （四半期連結累計期間） 22年 3月期第3四半期 1,736,459,089株 21年 3月期第3四半期 1,736,468,246株

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　１．平成21年5月7日に公表いたしました連結業績予想を修正しております。

　２．本資料に記載されている業績予想等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前

　　　提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の具体的修正内容、業績予想の前

　　　提となる仮定、及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等は、13ページ【定性的情報・財務諸表等】３．連結業績予想に関する

　　　定性的情報をご覧ください。
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【定性的情報・財務諸表等】 

1. 連結経営成績に関する定性的情報 

 

(1) 企業環境 

平成 20 年 9 月の米国大手投資銀行の破綻を受け、先進国を中心に世界各国の経済成

長率は大きく落ち込みましたが、積極的な財政・金融政策が実施されたことで、当第 3

四半期連結累計期間には多くの国で景気が底打ちし、持ち直し始めました。金融市場や

株式市場も落ち着きを取り戻し、急落していた一次産品価格も、景気の持ち直しを受け

て上昇に転じました。生産活動も多くの国で底打ちし、持ち直し始めましたが、その水

準は景気悪化以前からはほど遠く、その結果雇用や設備投資は弱含んだ状態が続いてお

ります。 

米国では、先述の大手投資銀行の破綻に伴う景気悪化を克服すべく、大型の景気刺激

策や国債の買い入れ等を伴う金融緩和政策が実施され、各種経済指標は概ね改善傾向を

示しました。ただし生産活動の水準は低く、失業率は歴史的高水準に上昇しました。 

欧州では、平成 20 年秋以降の米国発の金融危機等に対処すべく、景気刺激策や担保

付債券の購入も含めた金融緩和政策を打ち出した結果、各種経済指標は概ね改善傾向を

示しました。しかしながら高い失業率や金融システム不安、中東欧諸国の対外債務問題

等がリスク要因としてくすぶり続けました。 

アジアでは、平成 20 年秋以降の先進国の景気悪化による外需急減等を背景に、多く

の国で経済成長率が落ち込みましたが、景気刺激策や金融緩和政策の実施等により、当

第 3四半期連結累計期間には、中国を中心に景気が上向き、持ち直しの動きが続きまし

た。 

日本では、平成 20 年秋以降の外需の急激な減少等が影響して、経済成長率が大きく

落ち込みましたが、当第 3四半期連結累計期間には、外需が回復に転じたほか、景気刺

激策や金融緩和政策の実施もあり、各種経済指標は概ね改善傾向を示しました。ただし

生産活動の水準は低く、失業率は歴史的高水準で推移しました。 
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（2）経営成績に関する分析 

前記の企業環境のなか、当第 3四半期連結累計期間の経営成績は次の通りとなりました。 

(単位：百万円)
当第3四半期
連結累計期間

前第3四半期
連結累計期間

増減

売 上 高 5,654,552 8,377,267 △ 2,722,715
売 上 総 利 益 361,535 504,179 △ 142,644
営 業 利 益 88,479 201,006 △ 112,527
持分法に よる 投資 損益 25,369 44,957 △ 19,588
当 社 株 主 に 帰 属
す る 四 半 期 純 利 益

70,538 150,012 △ 79,474

収 益 2,468,731 3,374,291 △ 905,560  

※ 売上高及び営業利益については、日本の投資家の便宜を考慮して、日本の会計慣行に従い表示してお

ります。 

※ 営業利益は連結損益計算書における「売上総利益」、「販売費及び一般管理費」及び「貸倒引当金繰入

額」の合計として算出しております。 

 

売上高は、大幅な商品市況の下落や円高の影響等で、前第 3四半期連結累計期間比 2

兆 7,227 億円（32.5%）減収の 5兆 6,546 億円となりました。全セグメントで減収となり

ましたが、特にエネルギーセグメントでは前第 3四半期連結累計期間比 1兆 2,178 億円

の減収と、油ガス価の下落の影響で大幅減収となりました。 

売上総利益は、商品全般で市況が下落したこと及び世界的な景気の低迷により、エネ

ルギー、海外支店・現地法人、輸送機、金属資源、紙パルプの各セグメントで大幅に減

益となったほか、電力・インフラセグメントでは連結子会社が関連会社となった影響で

減益となり、前第 3四半期連結累計期間比 1,426 億円(28.3%)減益の 3,615 億円となりま

した。 

営業利益は、人件費を中心に販売費及び一般管理費が改善したものの、売上総利益の

減益に加えて海外債権に対する貸倒引当金の増加により、前第 3 四半期連結累計期間比

1,125 億円(56.0%)減益の 885 億円となりました。 

当社株主に帰属する四半期純利益（以下、四半期純利益）は、金利率低下による金利

収支の改善や有価証券損益の改善があるものの、持分法による投資損益が、鉄鋼製品及

び銅関連事業等の減益により前第 3 四半期連結累計期間比 196 億円（43.6%）減益の 254

億円となり、これらの結果、前第 3 四半期連結累計期間比 795 億円(53.0%)減益の 705

億円となりました。 

 

なお、米国会計基準に基づく｢収益｣は、2兆 4,687 億円と、前第 3四半期連結累計期間

比 9,056 億円(26.8%)の減収となりました。売上高同様、全セグメントで減収となり、主

に化学品、紙パルプ、金属資源、電力・インフラのセグメントで大きく減収となりまし

た。 

 

当社におけるオペレーティング・セグメント別の業績を示すと次の通りです。 
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食料： (単位：百万円)
当第3四半期
連結累計期間

前第3四半期
連結累計期間

増減

売 上 高 1,185,755 1,249,195 △ 63,440

売 上 総 利 益 81,132 80,445 687

営 業 利 益 22,824 22,791 33

持分法に よる 投資 損益 695 △ 1,103 1,798

当 社 株 主 に 帰 属
す る 四 半 期 純 利 益

9,221 5,303 3,918
 

売上高は、中国向け大豆取引が増加したものの、穀物相場の下落等により、前第 3四

半期連結累計期間比 634 億円（5.1%）減収の 11,858 億円となりました。売上総利益は、

中国向け大豆取引増収による増益や食品流通関連会社の子会社化による増益により、前

第 3四半期連結累計期間比 7億円（0.9%）増益の 811 億円となったものの、営業利益は、

上記の子会社化による経費の増加等により前第3四半期連結累計期間並みの228億円と

なりました。四半期純利益は、持分法による投資損益が改善したことに加え、前第 3四

半期連結累計期間に上場株式の評価損等があったことから、前第 3四半期連結累計期間

比 39 億円（73.9%）増益の 92 億円となりました。 

 

 

ライフスタイル： (単位：百万円)
当第3四半期
連結累計期間

前第3四半期
連結累計期間

増減

売 上 高 277,352 382,012 △ 104,660

売 上 総 利 益 22,496 24,686 △ 2,190

営 業 利 益 5,987 6,064 △ 77

持分法に よる 投資 損益 △ 173 206 △ 379

当 社 株 主 に 帰 属
す る 四 半 期 純 利 益

2,179 3,337 △ 1,158
 

売上高は、天然ゴム及び繊維原料関連取引等の減少により、前第 3四半期連結累計期

間比 1,047 億円（27.4%）減収の 2,774 億円となりました。売上総利益は、これらの減

収により、前第 3 四半期連結累計期間比 22 億円（8.9%）減益の 225 億円となったもの

の、経費が改善し、営業利益は、前第 3 四半期連結累計期間並みの 60 億円となりまし

た。四半期純利益は、当第 3四半期連結累計期間に上場株式の評価損を計上したことか

ら、前第 3四半期連結累計期間比 12 億円（34.7%）減益の 22 億円となりました。 
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紙パルプ： (単位：百万円)
当第3四半期
連結累計期間

前第3四半期
連結累計期間

増減

売 上 高 406,467 537,257 △ 130,790

売 上 総 利 益 24,508 35,133 △ 10,625

営 業 利 益 5,785 16,850 △ 11,065

持分法に よる 投資 損益 516 △ 802 1,318

当 社 株 主 に 帰 属
す る 四 半 期 純 利 益

553 9,799 △ 9,246
 

売上高は、建材、印刷用紙及びチップ関連取引の減少により、前第 3 四半期連結累

計期間比 1,308 億円（24.3%）減収の 4,065 億円となりました。売上総利益は、市況の

下落によるパルプ事業の減益により、前第 3 四半期連結累計期間比 106 億円（30.2%）

減益の 245 億円となり、営業利益は、前第 3 四半期連結累計期間比 111 億円（65.7%）

減益の 58 億円となりました。四半期純利益は、持分法による投資損益の改善があった

ものの、営業利益の減益により、前第 3四半期連結累計期間比 92 億円（94.4%）減益の

6 億円となりました。 

 

 

化学品： (単位：百万円)
当第3四半期
連結累計期間

前第3四半期
連結累計期間

増減

売 上 高 472,958 692,359 △ 219,401

売 上 総 利 益 16,698 25,669 △ 8,971

営 業 利 益 3,027 9,304 △ 6,277

持分法に よる 投資 損益 1,948 3,088 △ 1,140

当 社 株 主 に 帰 属
す る 四 半 期 純 利 益

4,522 5,155 △ 633
 

売上高は、合成樹脂や基礎化学品取引の減少により、前第 3 四半期連結累計期間比

2,194 億円（31.7%）減収の 4,730 億円となりました。商品価格の下落により、基礎化

学品取引や無機化学品取引で減益となり、売上総利益は前第 3 四半期連結累計期間比

90億円（34.9%）減益の167億円、営業利益は前第3四半期連結累計期間比63億円（67.5%）

減益の 30 億円となりました。四半期純利益は、有価証券評価損が改善したものの、営

業利益の悪化と海外合成ゴム製造販売会社での持分法による投資損益の悪化により、前

第 3四半期連結累計期間比 6億円（12.3%）減益の 45 億円となりました。 
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エネルギー： (単位：百万円)
当第3四半期
連結累計期間

前第3四半期
連結累計期間

増減

売 上 高 1,298,104 2,515,877 △ 1,217,773

売 上 総 利 益 31,776 77,858 △ 46,082

営 業 利 益 13,376 57,969 △ 44,593

持分法に よる 投資 損益 △ 40 △ 622 582

当 社 株 主 に 帰 属
す る 四 半 期 純 利 益

15,589 48,084 △ 32,495
 

売上高は、油ガス価の下落により前第3四半期連結累計期間比１兆2,178億円（48.4%）

減収の 1兆 2,981 億円となりました。売上総利益は、権益案件を中心に前第 3四半期連

結累計期間比 461 億円（59.2%）減益の 318 億円、営業利益は、前第 3 四半期連結累計

期間比 446 億円（76.9%）減益の 134 億円となりました。これに加え、有価証券売却益

及び配当の減少により、四半期純利益は、前第3四半期連結累計期間比325億円（67.6%）

減益の 156 億円となりました。 

 

 

金属資源： (単位：百万円)

当第3四半期
連結累計期間

前第3四半期
連結累計期間

増減

売 上 高 483,722 756,826 △ 273,104

売 上 総 利 益 13,883 25,378 △ 11,495

営 業 利 益 4,918 17,459 △ 12,541

持分法に よる 投資 損益 9,228 11,367 △ 2,139

当 社 株 主 に 帰 属
す る 四 半 期 純 利 益

9,076 21,740 △ 12,664
 

売上高は、鉄鋼原料及び非鉄軽金属の価格下落により、前第 3四半期連結累計期間比

2,731 億円(36.1%)減収の 4,837 億円となりました。これらの減収により、売上総利益

は、前第 3 四半期連結累計期間比 115 億円(45.3%)減益の 139 億円、営業利益は、前第

3四半期連結累計期間比125億円(71.8%)減益の49億円となりました。四半期純利益は、

営業利益の悪化に加え、為替損益の悪化や、非鉄金属の価格下落による持分法による投

資損益の悪化により、前第 3四半期連結累計期間比 127 億円（58.3%）減益の 91 億円と

なりました。 
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輸送機： (単位：百万円)

当第3四半期
連結累計期間

前第3四半期
連結累計期間

増減

売 上 高 263,692 476,124 △ 212,432

売 上 総 利 益 23,940 39,215 △ 15,275

営 業 利 益 1,526 10,594 △ 9,068

持分法に よる 投資 損益 1,844 3,276 △ 1,432
当社株主に帰属する四半期
純 利 益 又 は 純損 失（ △）

△ 907 6,270 △ 7,177
 

売上高は、自動車及び建設機械関連取引の減少により、前第 3四半期連結累計期間比

2,124 億円(44.6%)減収の 2,637 億円となりました。これらの減収に伴い、売上総利益

は前第 3 四半期連結累計期間比 153 億円(39.0%)減益の 239 億円、営業利益は前第 3四

半期連結累計期間比 91 億円(85.6%)減益の 15 億円となりました。四半期純損失は、営

業利益の悪化に加えて、有価証券評価損の悪化及び農業機械関連事業での持分法による

投資損益の減益により、前第 3四半期連結累計期間比 72 億円(－%)悪化の 9億円(損失)

となりました。 

 

 

電力・インフラ： (単位：百万円)

当第3四半期
連結累計期間

前第3四半期
連結累計期間

増減

売 上 高 204,537 352,366 △ 147,829

売 上 総 利 益 20,324 37,302 △ 16,978

営 業 利 益 4,273 17,742 △ 13,469

持分法に よる 投資 損益 11,207 8,086 3,121

当 社 株 主 に 帰 属
す る 四 半 期 純 利 益

17,867 10,832 7,035

 

前連結会計年度末にカリブ垂直統合型電力事業が関連会社となったことを主因に、売

上高は、前第 3四半期連結累計期間比 1,478 億円(42.0%)減収の 2,045 億円、売上総利

益は、前第 3 四半期連結累計期間比 170 億円(45.5%)減益の 203 億円、営業利益は、前

第 3四半期連結累計期間比 135 億円(75.9%)減益の 43 億円となりました。一方で、四半

期純利益は、当第 1四半期連結会計期間に海外発電事業の売却益や継続保有持分の時価

評価益を計上したことに加え、海外発電事業での持分法による投資損益が増益となった

ことにより、前第3四半期連結累計期間比70億円(64.9%)増益の179億円となりました。 
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プラント・船舶・産業機械： (単位：百万円)

当第3四半期
連結累計期間

前第3四半期
連結累計期間

増減

売 上 高 361,305 473,274 △ 111,969

売 上 総 利 益 13,882 18,413 △ 4,531

営業利益又は損失（△） △ 642 4,755 △ 5,397

持分法に よる 投資 損益 371 5,024 △ 4,653

当 社 株 主 に 帰 属
す る 四 半 期 純 利 益

1,489 6,782 △ 5,293
 

売上高は、プラント及び国内向け紙パルプ機械関連取引の減少により、前第 3四半期

連結累計期間比 1,120 億円(23.7%)減収の 3,613 億円となりました。売上総利益は、こ

れらの減収に加え、プラント関連事業会社の減益により、前第 3四半期連結累計期間比

45 億円(24.6%)減益の 139 億円となりました。営業損失は、海外債権に対する貸倒引当

金の増加により、前連結累計期間比 54 億円(－%)悪化の 6 億円（損失）となりました。

四半期純利益は、営業損失の悪化とプラント及び船舶関連事業での持分法による投資損

益の減益により、前第 3 四半期連結累計期間比 53 億円(78.0%)減益の 15 億円となりま

した。 

 

 

開発建設： (単位：百万円)

当第3四半期
連結累計期間

前第3四半期
連結累計期間

増減

売 上 高 77,366 105,135 △ 27,769

売 上 総 利 益 20,276 22,831 △ 2,555

営 業 利 益 7,013 8,873 △ 1,860

持分法に よる 投資 損益 △ 220 165 △ 385

当 社 株 主 に 帰 属
す る 四 半 期 純 利 益

2,121 3,550 △ 1,429
 

売上高は、海外住宅販売事業での増収があったものの、前第 3四半期連結累計期間に

投資家向け収益不動産開発案件及び都心型高額マンション案件があったことから、前第

3 四半期連結累計期間比 278 億円(26.4%)減収の 774 億円となりました。これらの減収

に伴い、売上総利益は、前第 3 四半期連結累計期間比 26 億円(11.2%)減益の 203 億円、

営業利益は、前第3四半期連結累計期間比19億円(21.0%)減益の70億円となりました。

この結果、四半期純利益は、前第 3 四半期連結累計期間比 14 億円(40.3%)減益の 21 億

円となりました。 
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金融・物流・情報： (単位：百万円)

当第3四半期
連結累計期間

前第3四半期
連結累計期間

増減

売 上 高 200,240 237,055 △ 36,815

売 上 総 利 益 33,150 37,524 △ 4,374

営 業 利 益 2,250 2,461 △ 211

持分法に よる 投資 損益 △ 257 628 △ 885

当 社 株 主 に 帰 属
す る 四 半 期 純 利 益

2,799 1,017 1,782
 

売上高は、国内情報関連事業会社の減収により、前第 3四半期連結累計期間比 368 億

円(15.5%)減収の 2,002 億円となりました。売上総利益は、上記の減収に伴い、前第 3

四半期連結累計期間比 44 億円(11.7%)減益の 332 億円となったものの、経費が改善し、

営業利益は、前第 3 四半期連結累計期間比 2 億円(8.6%)減益の 23 億円となりました。

四半期純利益は、営業利益及び持分法による投資損益の減益があったものの、前第 3四

半期連結累計期間に有価証券評価損があったこと等から、前第 3四半期連結累計期間比

18 億円(175.2%)増益の 28 億円となりました。 

 

 

鉄鋼製品： (単位：百万円)

当第3四半期
連結累計期間

前第3四半期
連結累計期間

増減

売 上 高 378 1,006 △ 628

売 上 総 利 益 378 1,006 △ 628

営 業 損 失 （ △ ） △ 685 △ 108 △ 577

持分法に よる 投資 損益 △ 60 14,844 △ 14,904
当社株主に帰属する四半期
純 利 益 又 は 純損 失（ △）

△ 963 15,132 △ 16,095
 

売上総利益は、前第 3 四半期連結累計期間比 6 億円(62.4%)減益の 4 億円となりまし

た。営業損失は、前第 3 四半期連結累計期間比 6 億円（－%）悪化し、7 億円(損失)と

なりました。鉄鋼製品市況の悪化により、持分法による投資損益が前第 3四半期連結累

計期間比 149 億円（－%）悪化の 1 億円（損失）となったことに加え、前第 3 四半期連

結累計期間に有価証券売却益があったことにより、四半期純損失は、前第 3四半期連結

累計期間比 161 億円（－%）悪化の 10 億円（損失）となりました。 
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海外支店・現地法人： (単位：百万円)

当第3四半期
連結累計期間

前第3四半期
連結累計期間

増減

売 上 高 1,007,265 1,203,380 △ 196,115

売 上 総 利 益 64,746 86,108 △ 21,362

営 業 利 益 11,677 25,223 △ 13,546

持分法に よる 投資 損益 365 811 △ 446

当 社 株 主 に 帰 属
す る 四 半 期 純 利 益

5,876 14,254 △ 8,378
 

売上高は、米国会社での取引の減少や、円高の影響により、前第 3四半期連結累計期

間比 1,961 億円(16.3%)減収の 1兆 73 億円となりました。売上総利益は、米国における

農薬・肥料関連事業における減益や、円高の影響により、前第 3 四半期連結累計期間比

214 億円(24.8%)減益の 647 億円となり、営業利益は、前第 3四半期連結累計期間比 135

億円(53.7%)減益の 117 億円となりました。これに加え、米国会社傘下の事業会社にて

固定資産の減損を計上した結果、四半期純利益は、前第 3 四半期連結累計期間比 84 億

円(58.8%)減益の 59 億円となりました。 
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2．連結財政状態に関する定性的情報 

 

（1）資産、負債及び純資産の状況 

 (単位:億円) 

 当第 3 四半期 

連結会計期間末 

前連結 

会計年度末 
増減 

連 結 総 資 産 45,331 47,073 △1,742

連 結 純 資 産 7,553 6,234 1,320

連 結 有 利 子 負 債 24,085 25,338 △1,252

連 結 ネ ッ ト 有 利 子 負 債 

ネ ッ ト D / E レ シ オ 

18,953

2.51 倍

19,116

3.07 倍

        △163

△0.56 ﾎﾟｲﾝﾄ
※ 億円未満を四捨五入しております。 
※ 連結ネット有利子負債は、有利子負債（長短借入金及び社債の合計額）より現預金を差し引いて

算出しております。 
※ 米国会計基準の変更により、上記の連結純資産の中には非支配持分を含めております。これに

伴い、前連結会計年度末の計数を組み替えております。 

 

連結総資産は、現預金の減少並びに海外発電事業の売却の影響により、前連結会計年度末

比 1,742 億円減少の 4 兆 5,331 億円となりました。連結ネット有利子負債は、前連結会計年度末比

163 億円減少の 1 兆 8,953 億円となりました。連結純資産は、利益の積み上げに加え、株式市場

の回復や豪ドル高等の影響でその他の包括損益累計額が改善したことから、前連結会計年度末

比 1,320 億円増加の 7,553 億円となりました。この結果、ネット D/E レシオは 2.51 倍となりました。 

 

(2)キャッシュ・フローの状況 

当第 3 四半期連結会計期間末における「現金及び現金同等物」の期末残高は、前連結会計年

度末から 831 億円減少の 4,908 億円となりました。 

 

（営業活動による純キャッシュ・フロー） 

主に海外資源関連子会社等において営業収入が堅調に推移したことにより、838 億円の収入と

なりました。 

 

（投資活動による純キャッシュ・フロー） 

貸付金の回収があった一方で、国内の有形固定資産関連の支出及び海外資源既存案件への

資本的支出等により、306 億円の支出となりました。 

 

以上により、当期のフリーキャッシュ･フローは、532 億円の収入となりました。 

 

（財務活動による純キャッシュ・フロー） 

余剰資金の返済により、1,391 億円の支出となりました。 
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3．連結業績予想に関する定性的情報 

平成 22 年 3 月期第 3 四半期連結累計期間における当社株主に帰属する四半期純利益が 705

億円となったことにより、期初に公表した連結業績予想（800 億円）に対しての進捗率は 88%と順調

に推移いたしました。平成 22 年 3 月期の連結業績予想につきましては、期初に公表した連結業績

予想に対し、営業利益及び持分法による投資損益において減益が予想されるものの、金融収支

の改善及び、石油開発事業において一過性の利益が見込まれることとなった（*）ため、期初に公

表した業績予想数値を以下の通り修正するものであります。 

（*）詳細は本資料の 7．その他の情報 （19 ページ）をご参照ください。 

 

<連結業績予想> 

売上高 営業利益
税引前

当期純利益
当社株主に帰属
する当期純利益

1株当たり当社
株主に帰属する

当期純利益

億円 億円 億円 億円 円　銭

前回発表予想
 (A)

80,000 1,250 1,350 800 46.07

今回修正予想
(B)

78,000 1,150 1,500 900 51.83

増  減  額
（ B - A )

△ 2,000 △ 100 150 100 ―

増 減 率  （％） △ 2.5 △ 8.0 11.1 12.5 ―

（ご参考）
前期実績

（平成21年3月期）
104,621 2,341 2,009 1,112 64.04

 

〈上記の業績予想の前提条件 (第 4 四半期) 〉 

為替（YEN/US$)   90 円          

JPY TIBOR(%)   0.600%          

US$ LIBOR(%)   0.400%          

北海ブレント   76 ドル/バレル 

LME 銅     6,643 ドル/トン 

(北海ブレントと LME 銅は暦年ベース) 

 

本資料に記載されている業績予想等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及

び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく

異なる可能性があります。 

 

4．利益配分に関する基本方針及び当期の配当 

当社は、内部留保を拡充し有効活用することにより、企業価値と競争力を極大化すると同時に、

株主に対する配当を安定的に継続することが、企業としての重要な責務であると認識しております。

配当につきましては、株主への利益還元をより明確にするため、各期の業績に連動させる考え方

を取り入れ、連結配当性向 15%程度を目処に決定することを基本方針としております。 

平成 22 年 3 月期の連結業績予想を見直した結果、上記の基本方針に従い、平成 22 年 3 月期

の年間配当金につきましては、今後の経営状況に大きな変更がない限り、当初予想の 1 株当たり

7 円を修正し、8 円（中間配当金 3 円 50 銭実施済み、期末配当金 4 円 50 銭）とする予定です。 
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5．その他 

 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） 

該当事項はありません。 

 

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

該当事項はありません。 

 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続き、表示方法等の変更 

当社及び連結子会社は、当第 2 四半期連結会計期間より、米国財務会計基準審議会の会

計基準の体系化（Accounting Standards Codification™；本文章中「ASC」という。）105-10（旧

米国財務会計基準審議会の基準書第 168 号「米国財務会計基準審議会の会計基準の体系

化及び一般に公正妥当と認められる会計原則の階層―基準書第 162 号の更新」）を適用して

おります。本文章中では新しく体系化された名称を記載し、旧基準書の名称を参考までに記

載しております。 

当社及び連結子会社は、当第 1 四半期連結会計期間より、ASC805「企業結合」（旧米国財

務会計基準審議会の基準書第 141 号「企業結合」（平成 19 年改訂版））及び ASC810-10「連

結」（旧米国財務会計基準審議会の基準書第 160 号「連結財務諸表における非支配持分－

会計研究公報第 51 号の改訂を含む－」）を適用しております。 

ASC805 の適用による当社及び連結子会社の当第 3 四半期連結累計期間における影響は

軽微です。 

ASC810-10 の適用により、従来は四半期連結貸借対照表上、資本の部から独立して表示

していた少数株主持分を、非支配持分として純資産の部に含めて表示しております。また、四

半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書の表示科目を変更しておりま

す。これに伴い、前第 3 四半期連結累計期間の四半期連結財務諸表及び前連結会計年度末

の連結財務諸表を組み替えて表示しております。 

なお、ASC810-10 の適用により、連結子会社の支配の喪失を伴わない所有持分の変動に

ついては資本取引として会計処理し、連結子会社の支配の喪失を伴う所有持分の変動につ

いては当該変動部分について損益認識をするとともに、継続保有持分についても公正価値で

再測定の上、損益に含めております。当第 3 四半期連結累計期間における ASC810-10 の適

用による評価益 93 億円を、四半期連結損益計算書上、有価証券売却損益に含めておりま

す。 
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6. 四半期連結財務諸表

（1）四半期連結貸借対照表 　
（単位：百万円）

資            産            の            部 負    債    及    び    純　資　産    の    部

科            目
当第3四半期

連結会計期間末
(平成21年12月31日現在)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表

(平成21年3月31日現在）
増減額 科            目

当第3四半期
連結会計期間末

(平成21年12月31日現在)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表

(平成21年3月31日現在）
増減額

490,781 573,924 83,143△   169,555 241,982 72,427△   

22,414 48,240 25,826△   255,181 231,396 23,785

1,025 951 74

支 払 手 形 126,449 152,218 25,769△   

受 取 手 形 55,546 57,324 1,778△    買 掛 金 599,050 615,827 16,777△   

売 掛 金 829,339 809,595 19,744 関 連 会 社 に 対 す る 債 務 41,933 45,079 3,146△    

関 連 会 社 に 対 す る 債 権 67,660 86,338 18,678△   158,802 186,146 27,344△   

貸 倒 引 当 金 9,026△          11,573△         2,547 14,091 14,594 503△      

316,779 385,090 68,311△   2,167 2,013 154

179,914 197,511 17,597△   209,183 245,610 36,427△   

24,662 36,616 11,954△   

186,484 144,739 41,745

流 動 資 産 合 計 2,165,578 2,328,755 163,177△  流 動 負 債 合 計 1,576,411 1,734,865 158,454△  

2,118,858 2,266,724 147,866△  

755,774 684,369 71,405 51,259 51,384 125△      

422,871 400,012 22,859 31,284 30,980 304

106,436 104,713 1,723

39,220△         38,208△         1,012△    

135,407 155,961 20,554△   

投 資 及 び 長 期 債 権 合 計 1,381,268 1,306,847 74,421 262,686 262,686 -

158,419 158,454 35△       

569,734 510,484 59,250

　 1,202,028 1,167,387 34,641

　 498,204△        462,566△        35,638△   有 価 証 券 正 味 未 実 現 損 益 27,159 6,750 20,409

　 有 形 固 定 資 産 合 計 703,824 704,821 997△      外 貨 換 算 調 整 勘 定 206,123△        242,321△        36,198

デ リ バ テ ィ ブ 正 味
未 実 現 損 益 46,745△         65,999△         19,254

3 3 - 退 職 給 付 債 務 調 整 額 60,833△         62,220△         1,387

95,398 117,269 21,871△   627△            716△            89

135,094 147,500 12,406△   703,670 567,118 136,552

51,978 102,114 50,136△   51,661 56,238 4,577△    

755,331 623,356 131,975

4,533,143 4,707,309 174,166△  4,533,143 4,707,309 174,166△  

(注1)当四半期連結財務諸表は独立監査人による四半期レビューを受けておりません。
(注2)当四半期連結財務諸表は米国会計基準に基づいて作成しております。

そ の 他 の 資 産 非 支 配 持 分

純 資 産 合 計

資 産 合 計 負 債 及 び 純 資 産 合 計

有 形 固 定 資 産 利 益 剰 余 金

有 形 固 定 資 産 そ の 他 の 包 括 損 益 累 計 額

減 価 償 却 累 計 額

前 払 年 金 費 用

繰 延 税 金 自 己 株 式

の れ ん 及 び 無 形 固 定 資 産 当 社 株 主 資 本 合 計

資 本 剰 余 金

関 連 会 社 に 対 す る
投 資 及 び 債 権

退 職 給 付 債 務

投 資 有 価 証 券
及 び そ の 他 の 投 資

繰 延 税 金

長 期 営 業 債 権 及 び
長 期 貸 付 金

約 定 及 び 偶 発 債 務

貸 倒 引 当 金 純 資 産

賃 貸 固 定 資 産 - 減 価 償 却 累 計 額
（当第3四半期連結会計期間末36,308百万円、
前 連 結 会 計年 度末 57,589 百 万円 ）控 除後

当 社 株 主 資 本

資 本 金

前 渡 金
未 払 費 用 及 び
そ の 他 の 流 動 負 債

繰 延 税 金

前 払 費 用 及 び
そ の 他 の 流 動 資 産

投 資 及 び 長 期 債 権 長 期 債 務

た な 卸 資 産 繰 延 税 金

流 動 資 産 流 動 負 債

現 金 及 び 現 金 同 等 物 短 期 借 入 金

定 期 預 金
一 年 以 内 に 期 限 の
到 来 す る 長 期 債 務

有 価 証 券 営 業 債 務

営 業 債 権

前 受 金

未 払 法 人 税 等

- 15 -
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(2) 四 半 期 連 結 損 益 計 算 書

【第3四半期連結累計期間】
（単位：百万円）

当第3四半期 前第3四半期 前年同期比

連結累計期間 連結累計期間

(自　平成21年4月1日 (自　平成20年4月1日 増減額

 至　平成21年12月31日)  至　平成20年12月31日)
増減率

収 益：

商 品 の 販 売 等 に 係 る 収 益 2,344,604 3,227,877 883,273 　△          27.4% △              

サ ー ビ ス に 係 る 手 数 料 等 124,127 146,414 22,287 　△           15.2% △              

2,468,731 3,374,291 905,560 　△          26.8% △              

売上高
当第3四半期連結累計期間：5,654,552百万円

前第3四半期連結累計期間：8,377,267百万円

商 品 の 販 売 等 に 係 る 原 価 2,107,196 2,870,112 762,916 　△          26.6% △              

売 上 総 利 益 361 535 504 179 142 644△ 28 3%△

収　益：

収　益　合　計

売　上　総　利　益 361,535 504,179 142,644 △          28.3% △             

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 269,264 　△           302,867 　△          33,603 11.1% △              

貸 倒 引 当 金 繰 入 額 3,792 　△             306 　△              3,486 　△            － 

受 取 利 息 9,844 14,595 4,751 　△            32.6% △              

支 払 利 息 27,587 　△            44,914 　△           17,327 38.6% △              

その他の収益・費用(△）　：

受 取 配 当 金 13,923 21,807 7,884 　△            36.2% △              

有 価 証 券 評 価 損 13,399 　△            25,120 　△           11,721 46.7% △              

有 価 証 券 売 却 損 益 20,935 21,541 606 　△              2.8% △               

固 定 資 産 損 益 496 119 　△              615 － 

持 分 法 に よ る 投 資 損 益 25,369 44,957 19,588 　△           43.6% △              

そ の 他 の 損 益 純 額 2 962△ 592 3 554△そ の 他 の 損 益 - 純 額 2,962 　△            592 3,554 △            － 

そ の 他 の 収 益 ・ 費 用 ( △ ) 合 計 246,437 　△           269,834 　△          23,397 8.7% △               

115,098 234,345 119,247 　△          50.9% △              

40,224 76,444 36,220 　△           47.4% △              

74,874 157,901 83,027 　△           52.6% △              

4,336 　△             7,889 　△            3,553 45.0% △              

法人税等及び非支配持分帰属損益前利益

法 人 税 等

非 支 配 持 分 帰 属 損 益 前 純 利 益

非 支 配 持 分 帰 属 損 益

70,538 150,012 79,474 　△           53.0% △              

(3) 四 半 期 連 結 包 括 損 益 計 算 書

【第3四半期連結累計期間】
(単位：百万円）

当第3四半期 前第3四半期 前年同期比

（注１）当四半期連結財務諸表は独立監査人による四半期レビューを受けておりません。

（注２）当四半期連結財務諸表は米国会計基準に基づいて作成しております。（「売上高」は、日本の投資家の便宜を考慮して、日本の会計慣行に従い表示しております。)

当 社 株 主 に 帰 属 す る 四 半 期 純 利 益

当第 半期 前第 半期 前年同期比

連結累計期間 連結累計期間

(自　平成21年4月1日 (自　平成20年4月1日 増減額

 至　平成21年12月31日)  至　平成20年12月31日)

　 非 支 配 持 分 帰 属 損 益 前 純 利 益 74,874 157,901 83,027 　△           52.6% △              

有 価 証 券 正 味 未 実 現 損 益 増 減 額 20,435 35,698 　△           56,133 － 

外 貨 換 算 調 整 勘 定 増 減 額 36,716 86,222 　△           122,938 － 

包 括 損 益 ：

増減率

デ リ バ テ ィ ブ 正 味 未 実 現 損 益 増 減 額 20,975 13,236 　△           34,211 － 

退 職 給 付 債 務 調 整 額 増 減 額 1,399 1,288 111 8.6% 

154,399 24,033 130,366 542.4% 

6,613 　△             3,634 　△            2,979 　△            82.0% 

147,786 20,399 127,387 624.5% 

非 支 配 持 分 帰 属 包 括 損 益

非 支 配 持 分 帰 属 包 括 損 益 前
包 括 損 益 合 計

（注２）当四半期連結財務諸表は米国会計基準に基づいて作成しております。

当 社 株 主 に 帰 属 す る 包 括 損 益 合 計

（注１）当四半期連結財務諸表は独立監査人による四半期レビューを受けておりません。

（注２）当四半期連結財務諸表は米国会計基準に基づいて作成しております。
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（4）四半期連結キャッシュ・フロー計算書
【第3四半期連結累計期間】
　 (単位:百万円)

当第3四半期 前第3四半期 　

連結累計期間 連結累計期間

(自　平成21年4月1日 (自　平成20年4月1日 増減額

 至　平成21年12月31日)  至　平成20年12月31日)

営 業 活 動

非支配持分帰属損益前純利益 74,874　 157,901　 83,027　　△           

営業活動による純キャッシュ･フローへの調整

減価償却費等 53,499　 75,089　 21,590　　△           

貸倒引当金繰入額 3,792　 306　 3,486　

持分法による投資損益(受取配当金控除後) 2,032　　△              12,886　　△            10,854　

有価証券損益 7,536　　△              3,579　 11,115　　△           

固定資産損益 496　　△                119　 615　　△              

繰延税金 14,098　 16,886　 2,788　　△            

営業活動に係る資産･負債の増減

受取手形及び売掛金 13,016　　△            23,436　 36,452　　△           

たな卸資産 74,348　 9,568　　△              83,916　

支払手形及び買掛金 40,016　　△            78,326　　△            38,310　

その他 73,760　　△            63,361　　△            10,399　　△           

営 業 活 動 に よ る 純 キ ャ ッ シ ュ ・ フ ロ ー 83,755　 113,175　 29,420　　△           

投 資 活 動

定期預金の純増減額 24,982　 19,138　　△            44,120　

有価証券･投資有価証券及びその他の投資等の売却･償還による収入

及び購入による支出 13,728　　△            217,863　　△           204,135　

有形固定資産及び賃貸固定資産の売却による収入及び購入による支出 50,710　　△            145,477　　△           94,767　

貸付金の回収による収入及び貸付による支出 8,874　 5,858　 3,016　

　

投 資 活 動 に よ る 純 キ ャ ッ シ ュ ･ フ ロ ー 30,582　　△            376,620　　△           346,038　

財 務 活 動

短期借入金の純増減額 78,604　　△            90,807　 169,411　　△         

長期借入金・社債による調達及び返済 43,119　　△            207,795　 250,914　　△         

現金配当 11,288　　△            24,315　　△            13,027　

33　 68　　△                  101　

その他 6,084　　△              2,044　　△              4,040　　△            

財 務 活 動 に よ る 純 キ ャ ッ シ ュ ･ フ ロ ー 139,062　　△           272,175　 411,237　　△         

2,746　 20,072　　△            22,818　

83,143　　△            11,342　　△            71,801　　△           

573,924　 402,281　 171,643　

490,781　 390,939　 99,842　

（注１）　当四半期連結財務諸表は独立監査人による四半期レビューを受けておりません。
（注２）　当四半期連結財務諸表は米国会計基準に基づいて作成しております。

（5）継続企業の前提に関する注記

  該当事項はありません。

現金及び現金同等物の期末残高

項               目

自己株式の取得及び売却

為替相場の変動の現金及び現金同等物に与える影響

現金及び現金同等物の純増減額

現金及び現金同等物の期首残高
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（６）オ ペ レ ー テ ィ ン グ ・ セ グ メ ン ト 情 報  

当第3四半期連結累計期間（平成21年4月1日～平成21年12月31日） （単位：百万円）

食料 ライフスタイル 紙パルプ 化学品 エネルギー

売 上 高 1,185,755 277,352 406,467 472,958 1,298,104

売 上 総 利 益 81,132 22,496 24,508 16,698 31,776

営 業 利 益 又 は 損 失 ( △ ) 22,824 5,987 5,785 3,027 13,376

持 分 法 に よ る 投 資 損 益 695 173△                          516 1,948 40△                            

当社株主に帰属する四半期純利益又は純損失(△) 9,221 2,179 553 4,522 15,589

総 資 産 ( 平 成 21 年 12 月 末 ） 604,606 147,162 383,049 181,389 573,426

金属資源 輸送機 電力・インフラ
プラント・船舶・

産業機械
開発建設

売 上 高 483,722 263,692 204,537 361,305 77,366

売 上 総 利 益 13,883 23,940 20,324 13,882 20,276

営 業 利 益 又 は 損 失 ( △ ) 4,918 1,526 4,273 642△                          7,013

持 分 法 に よ る 投 資 損 益 9,228 1,844 11,207 371 220△                          

当社株主に帰属する四半期純利益又は純損失(△) 9,076 907△                          17,867 1,489 2,121

総 資 産 ( 平 成 21 年 12 月 末 ） 412,957 188,774 409,657 295,675 328,919

金融・物流・情報 鉄鋼製品
海外支店・
現地法人

全社及び
消去等

連結

売 上 高 200,240 378 1,007,265 584,589△                    5,654,552

売 上 総 利 益 33,150 378 64,746 5,654△                        361,535

営 業 利 益 又 は 損 失 ( △ ) 2,250 685△                          11,677 7,150 88,479

持 分 法 に よ る 投 資 損 益 257△                          60△                            365 55△                            25,369

当社株主に帰属する四半期純利益又は純損失(△) 2,799 963△                          5,876 1,116 70,538

総 資 産 ( 平 成 21 年 12 月 末 ） 217,558 90,339 448,147 251,485 4,533,143

前第3四半期連結累計期間（平成20年4月1日～平成20年12月31日） （単位：百万円）

食料 ライフスタイル 紙パルプ 化学品 エネルギー

売 上 高 1,249,195 382,012 537,257 692,359 2,515,877

売 上 総 利 益 80,445 24,686 35,133 25,669 77,858

営 業 利 益 又 は 損 失 ( △ ) 22,791 6,064 16,850 9,304 57,969

持 分 法 に よ る 投 資 損 益 1,103△                        206 802△                          3,088 622△                          

当社株主に帰属する四半期純利益又は純損失(△) 5,303 3,337 9,799 5,155 48,084

総 資 産 ( 平 成 21 年 3 月 末 ） 594,420 146,909 405,066 150,950 538,300

金属資源 輸送機 電力・インフラ
プラント・船舶・

産業機械
開発建設

売 上 高 756,826 476,124 352,366 473,274 105,135

売 上 総 利 益 25,378 39,215 37,302 18,413 22,831

営 業 利 益 又 は 損 失 ( △ ) 17,459 10,594 17,742 4,755 8,873

持 分 法 に よ る 投 資 損 益 11,367 3,276 8,086 5,024 165

当社株主に帰属する四半期純利益又は純損失(△) 21,740 6,270 10,832 6,782 3,550

総 資 産 ( 平 成 21 年 3 月 末 ） 375,686 213,777 511,573 319,638 326,393

金融・物流・情報 鉄鋼製品
海外支店・
現地法人

全社及び
消去等

連結

売 上 高 237,055 1,006 1,203,380 604,599△                    8,377,267

売 上 総 利 益 37,524 1,006 86,108 7,389△                        504,179

営 業 利 益 又 は 損 失 ( △ ) 2,461 108△                          25,223 1,029 201,006

持 分 法 に よ る 投 資 損 益 628 14,844 811 11△                            44,957

当社株主に帰属する四半期純利益又は純損失(△) 1,017 15,132 14,254 1,243△                        150,012

総 資 産 ( 平 成 21 年 3 月 末 ） 228,068 89,855 458,198 348,476 4,707,309

増減 （単位：百万円）

食料 ライフスタイル 紙パルプ 化学品 エネルギー

売 上 高 63,440△                      104,660△                    130,790△                    219,401△                    1,217,773△                  

売 上 総 利 益 687 2,190△                        10,625△                      8,971△                        46,082△                      

営 業 利 益 又 は 損 失 ( △ ) 33 77△                            11,065△                      6,277△                        44,593△                      

持 分 法 に よ る 投 資 損 益 1,798 379△                          1,318 1,140△                        582

当社株主に帰属する四半期純利益又は純損失(△) 3,918 1,158△                        9,246△                        633△                          32,495△                      

総 資 産 10,186 253 22,017△                      30,439 35,126

金属資源 輸送機 電力・インフラ
プラント・船舶・

産業機械
開発建設

売 上 高 273,104△                    212,432△                    147,829△                    111,969△                    27,769△                      

売 上 総 利 益 11,495△                      15,275△                      16,978△                      4,531△                        2,555△                        

営 業 利 益 又 は 損 失 ( △ ) 12,541△                      9,068△                        13,469△                      5,397△                        1,860△                        

持 分 法 に よ る 投 資 損 益 2,139△                        1,432△                        3,121 4,653△                        385△                          

当社株主に帰属する四半期純利益又は純損失(△) 12,664△                      7,177△                        7,035 5,293△                        1,429△                        

総 資 産 37,271 25,003△                      101,916△                    23,963△                      2,526

金融・物流・情報 鉄鋼製品
海外支店・
現地法人

全社及び
消去等

連結

売 上 高 36,815△                      628△                          196,115△                    20,010 2,722,715△                  

売 上 総 利 益 4,374△                        628△                          21,362△                      1,735 142,644△                    

営 業 利 益 又 は 損 失 ( △ ) 211△                          577△                          13,546△                      6,121 112,527△                    

持 分 法 に よ る 投 資 損 益 885△                          14,904△                      446△                          44△                            19,588△                      

当社株主に帰属する四半期純利益又は純損失(△) 1,782 16,095△                      8,378△                        2,359 79,474△                      

総 資 産 10,510△                      484 10,051△                      96,991△                      174,166△                    

（注2） オペレーティング・セグメント情報は独立監査人による四半期レビューを受けておりません。

（注3） 売上高及び営業利益又は損失については、日本の投資家の便宜を考慮して日本の会計慣行に従い表示しております。

（注4） セグメント間取引は通常の市場価格によっております。

（注5） 「全社及び消去等」の当社株主に帰属する四半期純利益又は純損失には、特定のオペレーティング・セグメントに配賦されないコーポレートスタッフ部門をはじめと

　　　　 した本部経費、セグメント間の内部取引消去が含まれております。また、「全社及び消去等」のセグメントに対応する資産には、全社目的のために保有され特定の

　　　　 オペレーティング・セグメントに配賦されない資産、セグメント間の内部取引消去が含まれております。全社目的のための資産は、主に資金調達に関連した現金及び

　　　　 現金同等物、全社目的で保有している市場性のある有価証券、固定資産等により構成されております。

(7)株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

該当事項はありません。

（注1） 平成21年度より、「金融・物流・情報・新機能」を「金融・物流・情報」に名称変更しております。
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7．その他の情報 

米国独立系石油開発会社 Kerr-McGee Oil and Gas Corporation（現 Anadarko Petroleum 

Corporation）は、米国メキシコ湾深海域の一部の鉱区に係る米国政府からの royalty 請求に

ついて支払義務はない旨の確認訴訟を提起しておりましたが、同社の主張を認める米国連

邦高裁の判決が確定しました。 

当社連結子会社の Marubeni Oil & Gas (USA) Inc.（以下、MOGUS 決算期末は 12 月）は対

象鉱区において一部権益を保有していることから、当該判決を受けて、過去に支払済みの

royalty につき、平成 21 年 11 月 18 日に 198 百万米国ドル、平成 21 年 12 月 7 日に 21 百万

米国ドル（合計 219 百万米国ドル）の還付請求を行いました。 

本還付請求については、現在米国政府にて審査中でありますが、今般、MOGUS と同社の

会計監査人において還付請求の内容及び会計処理を協議した結果、MOGUS の平成 21 年

12 月期（当社においては平成 22 年 3 月期）第 4 四半期に利益認識をする見込みとなりまし

た。 
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